
高島学園高島中学校教育目標 「確かな学力と豊かな心を身につけ、たくましく未来を拓く子供の育成」 

                                       － 主体性の育成 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

高島学園 

中学校だより【第１２号】 

 令和７年 １月 ７日 

 TEL36-0079  FAX36-8012 

【文責 校長 浦島 容子】 

新しい年、良きスタートを 
新年あけましておめでとうございます。新しい年となりました。気持ち新たに頑張っていきたい

と、誰もが思う時です。新しい年のスタートですが、学校は３学期、今年度の締めくくりの期間で

あり、次の学年への準備期間となります。生徒たちのスタートダッシュに期待したいと思います。 

９年生は進路一色となります。これからの２ヶ月は人生を左右すると言われるほど重要な時期で

す。進路に関して、それぞれ個々に進めなければならないことが、たくさん入ってきます。事務手

続きも一人ひとりが違います。自分が準備をして動かなければなりません。自分の力で、自分の進

む道をしっかりきり拓けるよう、周囲の大人（親や教師）は見守り、支援をしていきましょう。 

７、８年生はいよいよ自分たちが学校を創る時代が来ました。生徒会の役員が決定し、引継ぎを

行いました。どんな学校を目指し、そのためにどうしていくのか、この時期にしっかり考えてほし

いと思っています。学校に新たなる変化をもたらせてくれることを楽しみにしているところです。 

２学期の終わりには、朝読書や授業をしっかりとした姿勢で受ける生徒が増え、それぞれの成長

を感じました。考え方や話し方、行動も大人へと近づいていることを実感しました。今、この 

「年のはじめ」をうまく使って、今年の良いスタートがきれるようにしましょう。 

３学期こそあっという間です。この期間をしっかりと取り組んでいき 

たいと考えています。 

保護者や地域の皆さん、今年もよろしくお願いします。 

２学期の振り返りから」  

保護者アンケートにご協力いただきありがとうございました。各質問に対する「あてはまる」

「ほぼあてはまる」の回答を合計し表にしました(左保護者・右生徒）。 

生徒結果から、学校生活における学習面・生活面の努力がうかがえます。しかし、どちらの結

果からも「家庭学習」の取り組みに課題があるようです。学校では、家庭学習課題の内容を改善

する必要があると考えています。家庭では、限られた生活時間の使い方、スマホの使い方などに

ついて話し合いが必要でしょう。さらなる主体性の育成に向け、充実の３学期にしたいと思いま

す。家庭と学校とが一体となり、子どもへのより 

良いかかわりを続けていきましょう。 
保護者アンケート質問項目 2 学期 1 学期 

子どもは楽しんで学校へ行っている ８２％ ８２.２％ 

自ら意欲的に家庭学習に取り組んで
いる 

５１.１％ ５９％ 

子どもは家庭で手伝いをしている ４５.５％ ４９％ 

子どもは家庭で挨拶をしている ８５.６％ ８７％ 

スマホの使い方などについて家庭の
ルールを守っている 

４８.９％ ５６％ 

意欲的・積極的に部活動に取り組ん
でいる 

８３.３％ ８１％ 

教職員は質問や相談をしたときに適
切に対応している 

６０％ ５３％ 

学校だよりやメール等の通信で情報
が得られる 

９３.３％ ９７％ 

地域の方に挨拶をしている ８１.１％ ８２％ 

 

 

生徒アンケート質問項目 2 学期 1 学期 
学校生活は楽しい ９０.６％ ８９％ 

やる気をもって授業の課題に取り
組んでいる 

８９％ ８１％ 

授業中先生の話を聞いている ９５.７％ ９７％ 

授業中、他の人の話を聞いている ９７.１％ ９７％ 

授業中、自分の考えを学級全体の
場や班で発表している 

７５.９％ ７０％ 

ペアやグループ学習は、自分の学
習の役に立っている 

９２.７％ ８９％ 

自ら計画的に家庭学習に取り組ん
でいる 

７０.２％ ５７％ 

学級の給食当番、係活動、班の活
動にまじめに取り組んでいる 

９７.１％ ９６％ 

清掃活動に、意欲的に取り組んで
いる 

９２％ ８９％ 

家庭や学校、地域で挨拶をしてい
る 

９４.９％ ９４％ 

 


